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Audi社のインフォテイメント
HILシミュレータ
最近の自動車購入者は、「インフォテイメント」と呼ばれる情報や娯楽、通信機能を組み合わせた最適なオンボード
機能を期待しています。A4/A5シリーズのネットワーク化されたインフォテイメントコンポーネントの故障診断機
能をテストするために、Audi社では、SMSC OptoLyzerをベースにしたMOST® インターフェースおよび152
個のオリジナルなインフォテイメントコンポーネントを組み合わせたdSPACE シミュレータを使用しています。 
Audi 社では、dSPACEシミュレータを用いて、あらゆるコンポーネントの構成をさまざまに切り替えながら、故
障をシミュレートし、さらにレストバスシミュレーションでLIN/CAN ECUをシミュレートすることで、構成の手
間を最小限に抑え、テストの効率を最大限に高めることができます。

インフォテイメントスーパーブレイン
単なる「オンボードエンターテイメント」から広範囲な
ヒューマンマシンインターフェースへ ‒  車載インフォテイメ
ントシステムの進化は、このように言い表すことができます。
Audi A4/A5には、ドライバーと助手席の乗員がラジオ、
CD、TV、電話、ナビゲーションシステムの他、さまざまな
車載機能を利用するためのマルチメディアインターフェー
ス（MMI）が搭載されています。これは、ディスプレイが目
の高さに設置され、端末がすぐ手の届く範囲内にある中
央処理システムです。インフォテイメントコンポーネント同
士は、MOST（Media Oriented Systems Transport）
光バスを介して互いに通信を行います。バッテリ状態や車
速など、CANバスからの車両データは、レストバスシミュ
レーションを通してゲートウェイECUに送られます。お客
様は、同一車種でもインフォテイメントコンポーネントの

さまざまな構成を要求する可能性があるので、Audi 社で
は、HIL（hardware-in-the-loop） テストを通して考えら
れるすべての構成をテストし、想定される故障をシミュレー
トしなければなりません。 Audi 社では、このために152
個のオリジナルなインフォテイメントコンポーネントと、
dSPACEにより実装されたSMSC OptoLyzerをベース
にしたMOSTインターフェースと組み合わせてdSPACE
シミュレータを使用しています。

dSPACEシミュレータの柔軟性
34 個のMOSTノードは、dSPACEシミュレータベー
スのテスト環境（中央 ECU、アンプ、ラジオ、電話、ナビ
ゲーションシステム、CDドライブ /ジュークボックスおよ
び車両ゲートウェイ）と、82個のアンテナ（ラジオ、TV、
GSM、GPSなど）、および36種類の各種スピーカーに統
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 Audi 社では、故障診断のテストを行うために、152個のインフォテイメントコンポーネントの構成および再構成
を迅速に行うことができます。開発者は、dSPACEシミュレータでコンポーネントの構成を次 と々切り替えて、LIN/
CAN ECUのレストバスシミュレーションを実行します。
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合され、必要に応じてすべてを切り替えることができます。
さらに、マルチメディアインターフェースには、端末とディス
プレイの多様な組合せが可能です。dSPACEシミュレー
タは、DS1005 PPCボードをベースにして、試験用ソフ
トウエアとしてControlDeskを使用し、およそ600個の
リレー、200 個のデジタル出力、300 個の欠陥生成チャ
ンネル、および32個の抵抗チャンネルを使用しています。 
また、dSPACEシミュレータは、Audi 社がほとんどすべて
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オリジナルのインフォテイメントコンポーネント

 dSPACEシミュレータをベースにしたAudi A4/A5シリーズに使用されたインフォテイメントHILシステムは、 
時間節約効果が高いので他の車種シリーズにも近く使用される予定です。
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「dSPACEシミュレータを車載用インフォテイメン
トネットワークのテストに使用した結果、私たちの
要件に驚くほど合致していました。私たちは、従来
のプロセスと比較して構成およびテスト作業の両方
で大幅な時間短縮を成し遂げました」

Markus Ritzer、Audi AG
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供することでした。dSPACEは、この課題に直ちに対応し、
SMSC OptoLyzer（SMSC社のMOST解析および開発
プラットフォーム）、dSPACE Ethernet インターフェース
ボード、専用のSimulink® S-function、およびDS1005 
PPCボードをベースにして、Audi社専用のMOSTインター
フェースを開発しました。

dSPACEシミュレータの今後
Audi 社のインフォテイメントシミュレータが本格稼動する
のに、MOSTインターフェースをゼロから実装しなければ
ならなかったにもかかわらず、テストフェーズを含めて、プロ
ジェクトの開始からわずか4ヶ月しかかかりませんでした。 
以前は、インフォテイメントコンポーネントを変更する
たびに設置作業を行わなければなりませんでした。今で
は、開発者が構成を柔軟に切り替えることができるため、
dSPACEシミュレータをノンストップで活用しています。 
今後は、A4/A5シリーズ以外の車種にも、dSPACE のイ
ンフォテイメントシミュレータが使用される予定です。

Markus Ritzer
Audi AG
Ingolstadt、ドイツ

のピンに対して、あらゆる構成で欠陥シミュレーションを迅
速に実行することを可能にします。故障の例として、MOST
ノード（すべてのノードで送受信可能）の欠陥やバッテリの
低下によって生じるMOSTリングの切断が挙げられます。
Audi 社では、レストバスとしてdSPACEシミュレータ上
でLIN/CAN ECUをシミュレートできます。当初の課題
は、dSPACEシミュレータにMOSTインターフェースを提
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